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会
長
あ
い
さ
つ 

み
よ
し
市
農
業
委
員
会 

会
長 

岩
田
信
男 

農
業
委
員
会
制
度
等
研
修
を
実
施
し
ま
し
た 

各
種
法
律
に
基
づ
く
手
続
き
に
つ
い
て 

利
用
状
況
調
査
（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）
を
実
施
し
ま
す 

近
年
、
農
地
所
有
者
の
高
齢
化
や
相
続
人
に
耕
作
能
力
が
な
い
こ

と
か
ら
土
地
活
用
の
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
農
地
の
権
利
移
動
・
設
定
や
農
地
を
別
目
的
で
の

利
用
（
転
用
）、
田
畑
転
換
等
に
は
所
定
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。 

手
続
き
を
経
ず
行
っ
た
契
約
は
無
効
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は

法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

手
続
き
の
方
法
に
つ
い
て
詳
し
く
は
み
よ
し
市
農
業
委
員
会
事

務
局
（
市
役
所
４
階
）
窓
口
又
は
地
元
の
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

農
業
委
員
会
で
は
法
律
に
基
づ
き
、
八
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
市

内
全
て
の
農
地
に
つ
い
て
、
利
用
の
状
況
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。 

農
地
所
有
者
、
耕
作
者
の
皆
様
は
、
耕
作
又
は
、
耕
う
ん
、
除
草

等
、
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
獣
害
、
病
害
虫
の
発

生
、
不
法
投
棄
等
防
止
の
た
め
継
続
的
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。 

尚
、
状
況
が
昨
年
よ
り
芳
し
く
な
い
農
地
に
つ
い
て
は
後
日
所
有

者
へ
今
後
の
利
用
意
向
の
確
認
を
実
施
し
ま
す
。 

調
査
の
た
め
、
農
地
内
へ
立
ち
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

日
頃
は
、
み
よ
し
市
の
農
業
委
員
会
活
動

に
ご
理
解
ご
協
力
を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
年
度
、
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
十
四
名

の
再
選
委
員
に
七
名
の
新
規
委
員
を
迎
え
て

新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
私
自
身
は
四
期
目

を
迎
え
ま
す
が
、
決
意
を
新
た
に
職
務
に
臨

ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

さ
て
、
こ
の
一
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
関
連
の
情
勢
が
変
わ
り
、
元
の
生

活
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
一
方
、
依
然

と
し
て
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の

影
響
で
物
価
高
騰
が
続
き
、
農
業
分
野
も
大

き
な
打
撃
を
受
け
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
影
響
を
少
し
で
も
緩
和
で
き
る
よ
う

に
農
業
委
員
会
は
、
市
農
政
部
局
と
積
極
的

な
意
見
交
換
を
行
い
、
農
業
者
が
農
業
を
続

け
て
い
け
る
環
境
整
備
に
努
め
て
参
り
ま

す
。 今

後
も
、
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
、
担
い
手

へ
の
農
地
集
積
、
遊
休
農
地
の
解
消
等
、
本
市

の
農
業
の
振
興
・
発
展
の
た
め
励
ん
で
参
り

ま
す
。 

令
和
五
年
七
月
二
十
日
に
任
命
、
委
嘱
さ
れ
た
農
業
委

員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
対
し
、
同
日
、
今
後

の
適
正
な
事
務
等
を
行
う
た
め
、
一
般
社
団
法
人
愛
知
県

農
業
会
議
か
ら
講
師
を
招
き
、
農
業
委
員
会
制
度
等
の
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
で
は
、
農
業
委
員
会
の

組
織
と
し
て
の
役
割
や
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
と
し
て
の
活
動

の
進
め
方
の
ほ
か
、
農
地
法
等
に
関
す
る
内
容
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。 

研
修
を
受
け
た
委
員
か
ら
は
、「
農
地
法
等
の
内
容
を
勉

強
で
き
て
有
意
義
だ
っ
た
。
今
後
は
研
修
で
学
ん
だ
こ
と

を
も
と
に
市
の
農
地
利
用
の
最
適
化
に
向
け
て
職
務
を
全

う
し
た
い
。
」
と
意
気
込
み
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
市
の
農
地 

利
用
の
最
適
化
に
向
け 

た
研
修
は
今
後
も
定
期 

的
に
行
わ
れ
る
予
定 

で
、
先
進
地
の
事
例
研 

究
や
各
地
区
の
農
業
者 

か
ら
問
題
点
を
聞
き
取 

り
、
内
容
に
対
す
る
改 

善
案
の
協
議
を
通
し
、 

市
の
目
標
の
達
成
に
努 

め
ま
す
。 


